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BH のブームをあげた状態で後進したところ、防護カバーをつけた架空線に接

触し、吊りワイヤーが切断した

【被害】

●架空線の吊りワイヤー切断

【原因】

● BHのアームをあげた状態で移動していた
【対策】

●作業手順の遵守の徹底（アームをあげたままにしない）

水道引込工事をおこなっていたときに照明の地中埋設

配管配線をバックホウでひっかけ切断した

【被害】

●地中ケーブルを切断
【原因】

●電線管理者との立会をせずに掘削した

●占用物件の近接施工について安全指示がされていな

かった

【対策】

●占用物件の事前調査及び占用管理者との立会の徹底

切断箇

架空線を意

識して、バック

ホウの上限位

置にステッカー。

視認性もUP!

架空線への接触を防ぐ

ため、バックホウのアー

ムをあげすぎないため

上限を設けています

ここでもうひと工夫！

架空線との余裕をみ

こんで制限を設定する

とさらにGOOD!

●危険個所について、試掘を行い現場に位置と深さを明示

●危険個所（横断水路）のチェックリストの作成

●作業ミーティングで従事者全員に危険個所を周知する



平成26年重点項目事故の件数は上半期については減少しています。が、地下埋設管の損傷、架空線の損傷の事故
は相変わらず起こり続けています。

減っているとはいえ、油断は禁物です。年末にむけ、工事量が増加し、工事作業も増えていきます。焦らず、手順をま

もり、事故のないように作業を進めてください。また、朝ミーティングや現場でのｋＹ活動、声掛け、作業手順の確認をしっ

かりとおこなってください。一人、一人の意識を高め、事故を起こさないよう心掛けることが大切です。

「平成26年度建設業年末年始労働災害防止強調期間」
～無事故の歳末 明るい正月～

・平成２６年度の近畿地方整備局管内における上半期の工事等事故件数は平成25年度と比較して増加。（４件

増）

・内訳は、公衆災害事故は減少（５件減）、工事関係者事故が増加。（９件増）

・平成２６年度は工事関係者事故が平成25年度と比較して増加傾向、工事関係者事故は、死亡事故に繋がる可

能性が 高いため、工事の繁忙期になる年度末に向けて、再度受注者へ安全管理対策について徹底するよう

現場への指導を お願いします

◆公衆災害事故 発生件数比較 「H25とH26の上半期の比較」


